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始された 5)O この材料は木材・プラスチック複合体 CWood-plasticcombination，または
Wood-polyrner composite， WPC)と呼ばれるが， 1960-70年代に入って，ヨーロッパ諸国
































1 . 3 表面硬度の改善を目的とした圧縮処理に関する既往の研究
横方向に大きな圧縮変形を与えることによって，木材の硬度は著しく向上する 31， 3 2)が，
圧縮した組織は水分の吸脱着に伴って顕著に回復する 33-35)o したがって，圧縮変形を固
定するか，あるいはその回復を抑制するための処理が必要である。その一つの方法として，




る36-38)。さらに，井上らはメラミン樹脂による固定 39 )やホルマール化による固定 40) 
についても報告している。
樹脂や化学修飾を用いずに，高温高圧下で圧縮処理することにより，圧縮変形の回復を





































木口面をエポキシ樹脂でシールした。硬さ試験に供する試験片は， JIS Z 210Uこ準拠した
形状で，両木口面はシールを行わなかった。



































燥器を用いて450Cで20時間， 800Cで8時間， 1050Cで4時間乾燥した。続いて， 1500Cで
3時間保持し，樹脂処理を終えた。処理後の試験片について，全乾状態での重量および寸
表 2-1 供試した樹脂とその標準的な不揮発分率，触媒添加率ならびに煮沸に伴う溶脱率
樹 1旨 不揮発分率(%， w/v)a) MgC12触媒添加量 (ml)a， b) 溶脱率(%)c} 
2.2 アミノ系水溶性樹脂処理による木材の改質
2.2.1 材料



























1 9. 1 
2 2. 4 
2 8. 0 
2 3. 0 
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溶脱率(%)
??
W2一(1 -m /100) W。
(W 1 -W Q ) X (1 -c /100) 
} X 100 (2-3) 





2. 2. 2. 4 硬さ試験
ヘキサメチロールメラミン，ジメトキシメチル尿素，およびジメチロールジヒドロキシ
エチレン尿素で処理した試験片については， 200Cで相対湿度が65%の条件下において 2週
間調湿した後， JIS Z 2101に準拠して，ブリネル硬さを測定した。

































X 100 (2-1) 
W。
理論最大注入量 (g)= (1- ) V w • P L (2-2) 
Vw ・ρw
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2， 2! or ! 
o 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 o 20 40 60 以) 100 0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 
重量増加率， WI (% ) 
図 2-2 アミノ系樹脂で処理した試験片の重量増加率と膨潤率との関係
膨潤率は200Cで、相対湿度が92%での平衡状態において測定
(a)ヘキサメチロールメラミ ン (b) トリメチロールメラミ ン (c) ジメチロール尿禦 (d) ジメト キシメチル尿素 (e)ジメチロールジヒドロキシ
. ェチ レン尿素





































































































? ー? ? ? ????」?? ? 。
• • 。
10 10 
• • 。???? 。 ユギ .ヒノ キ O 。
lI -31II -3 
20 40 60 80 100 ~O 20 40 60 BO 100 -0 20 40 60 BO 100 0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 o 20 40 50 80 100 o 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 o 20 40 60 80 100 









































































































ス ギ ヒ ノ キ
板目面 柾目面 板目面 柾目面
4.3 6.4 7. 7 7.5 
13.2 20. 7 21. 1 17.4 
12. 7 21. 5 20. 2 17.2 
14.3 21. 1 21. 1 18. 1 
8.5 16. 8 16. 9 14. 7 
13. 7 20.5 20. 5 17.4 
13. 0 20. 5 20. 8 18. 0 
8.8 12.3 15. 1 15.9 
11. 6 15. 7 19. 2 21. 4 
9. 9 15. 0 19. 1 20. 9 
2.3 グリオキザール樹脂処理による木材の改質
2.2で用いたジメチロールジヒドロキシエチレン尿素は，合成時の尿素，グリオキザー


























辺材を供試木材として，気乾状態で;27mm(T) x 27mm (R) x 5 mm (L)に切削加工し， 1050Cで
24時間乾燥した木口面試験片を l試験条件当たり 5体用いた。
2. 3. 1. 2 樹脂溶液および触媒
試験に供した樹脂は，表 2-3に示すように合成時のホルムアルデヒドの配合モル比が異
なる 4種類のグリオキザール樹脂水溶液で，大日本インキ化学工業(株)から入手した。

















a 1. 0 1. 0 2. 5 
b 1. 0 1. 0 2. 
C 1. 0 1. 0 1. 5 













swelling efficiency， ~S~) および抗吸湿能Cmoisture excluding efficiency ，A1~~) 
(a)スギ
によって評価した。 80同， 80 樹脂 a • 樹脂 a 口
樹脂b ・ 樹脂b 0 
Su -St さ60l¥L 樹脂c . 樹脂 c ム樹脂d v 樹脂d マ~S~ (児) × 100 (2-4) 
Su 
時




口面積の膨潤率で， Uu， Utはそのときの無処理および処理試験片の平衡含水率である。 。 10 20 。 10 20 
2.3.3 結果と考察
触 媒 添 加 率 (%) 
2. 3. 3. 1 触媒添加率と溶脱率














































理主 o Berniらの結果 63)























































































































































































































































































ールおよびホルムアルデヒドのモル比が 1: 1 : 2.5のグリオキザール樹脂 aを用い，そ
れに対して，種々のグリコールや 3価あるいは 4価の多価アルコールを混合し，多価アル
コールの種類と溶脱率，および付与される寸法安定性との関係について考察する。続いて，
辺材を供試木材として，気乾状態で;27mm(T) x 27mm (R) x 5 mm (L)に切削加工し， 1050Cで
24時間乾燥した木口面試験片を 1試験条件当たり 5体用いた。
(b) 樹脂溶液および触媒
試験に供した樹脂は，前章の表 2-3~こ示したホルムアルデヒドのモル比が異なる 4 種類
のグリオキザール樹脂である。用いた多価アルコールは表3-1に示すとおりで，樹脂の不




多価アルコール 分子量 略 τ仁ラコ
エチレングリコール 62 EG 
ジエチレングリコール 106 DEG 
トリエチレングリコール 150 TEG 
ポリエチレングリコール詳 200 200 PEG 200 
ポリエチレングリコール非 400 400 PEG 400 
ポリエチレングリコール非 1000 1000 PEG 1000 
ポリエチレングリコール非 2000 2000 PEG 2000 
プロピレングリコー jレ 76 PG 
ジフ。ロピレングリコー jレ 134 DPG 
トリプロピレングリコール 192 TPG 
ポリプロピレングリコール葬 400 400 PPG 400 
グリセリン 92 Glc 
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また，飽水状態にある試験片の吸水率から，抗吸水能(reductionin water absorptivity， 
RWA)を求めた。なお，計算方法は前章の (2-5)式で得られるMEEと同様である。
3.2.2 結果と考察














100 。80 20 60 40 40・60
EG 13. 9 15. 3 42.3 
DEG 11. 3 6.0 10. 9 
TEG 12.7 7. 1 11. 6 
PEG 200 5.3 5.8 8.7 
PEG 400 7.6 11. 1 25. 1 
PEG 1000 10. 4 17. 0 31. 1 
PEG 2000 44. 5 
PG 13. 6 16.7 
DPG 11. 6 5.9 11. 8 
TPG 11. 5 5. 6 11. 8 
PPG 400 38.8 37. 1 
り ヒノキ辺材試験片での結果
-26 -
表 3-3 PEG 200を混合に供したときの各樹脂の溶脱率・)
混合比 グリオキザール樹脂 ヘキサメfロール ジメトキシ
(樹脂:PEG 200) a b C d メラミン メチル尿素
100: 0 10.4 20. 0 28. 0 43. 6 1. 7 12.3 
80:20 5.3 8. 5 13. 7 46. 7 20. 1 17. 1 
60・40 5.8 7.9 8. 1 14.0 30.8 19.6 





(樹脂a グリコール) ろ 紙
100 。 10. 6 10.4 10. 1 
EG 6 0 4 0 5. 1 15. 3 20. 3 
PEG 200 6 0・ 40 6.5 5.8 5.4 
PEG 2000 8 0 2 0 8.5 44.5 41. 9 

















ング率 コールとしては，その混合に伴い溶脱率が減少したDEG， トリエチレングリコール(TEG)， 
(樹脂:PEG 200 : Glc) (%) (%) (%) (%) 
PEG 200， DPGおよびトリプロピレングリコール(TPG)の5種を用いたときの， 試験片のバ
100 。 。 10.4 
6 0 4 0 。 5.8 8.90 54. 5 34. 0 ルキング率，ASE， MEE，重量増加率およびRWAを図3-1に示す。この図はヒノキ
6 0 3 5 5 1.9 7.36 42. 5 28.8 
6 0 3 0 1 0 1.0 7.53 43. 9 31. 3 辺材についての結果であるが，スギ辺材についてもほぼ同様な傾向が認められた。いずれ
6 0 2 5 1 5 2.7 7.28 46. 4 30. 7 
6 0 2 0 2 0 6.5 7.00 43. 7 38. 2 
のグリコールでも，混合することによってバルキング率は増加するが，その程度は用いた
6 0 。 4 0 8. 8 グリコール分子のかさ高さと関係がある。すなわち，エチレングリコール系では，その分
8 0 。 2 0 13.0 
6 0 3 0 1 0 2. 7 
子量が大きいほど高いバルキング率を与えた。また，エチレングリコール系が鎖状である
のに対して， DPGあるいはTPGは分岐構造をしており，これらはエチレングリコール系のグ
6 0 3 0 1 0 7. 0 
リコールよりも高いバルキング率を与えた。
































(樹脂 : PEG 200 : Pent) (%) 
100 。 。 10.4 
6 0 4 0 。 5.8 
6 0 3 5 5 1.6 
6 0 3 0 1 0 0.7 
6 0 2 5 1 5 O. 9 
6 0 2 0 2 0 2. 7 
6 0 。 4 0 7. 5 
8 0 。 2 0 16. 8 
6 0 3 0 1 0 2. 1 
6 0 3 0 1 0 6.3 







640  460 1000820 460  460 1000820 640  e8吟 28 640  
樹脂シゲリコールとの混合比
(a) D E G (b) T E G (c) P E G 2 0 0 (d) D P G (e) T P G 
~ 江主唱 40 ポh、守 ベミ 、;------0:て 30 ~ 20 奪挙ヨ主三量 ミ巴て之骨真 50 0....0 WI 10 ~ 口一一ー 口 MEE 事選c:tl0議 E2aE 
醐 40
-ー 一ー・ RWA 言4・~語
事司 -10 
640  460 1000820 460  460 1000820 640  e8匂 38 640  460 1000820 640  460  
樹脂とグリコールとの混合比
8. 90 54. 5 34. 0 
7.38 4. 7 32. 0 
7.32 45. 1 30.8 
6.55 43. 3 30. 5 












































































表 3-7 樹脂 aとDPGとの混合溶液で処理した試験片の重量増加率 (W.I.) I
パルキング率(8)ならびに膨潤特性
ヒノキ(ChαmαecypαrisobtusαEndl. )の辺材を供試木材として，気乾状態で27mm(T)








3.3. 1. 2 方法











混合比 よ仮嵯歪釘 度 W.l. B Sm a) S. b) B+Sm B十S‘(樹脂 DPG) (%) (%) (% ) ( %) ( %) (%) ( %) 
無処理 0.0 0.00 8. 70 11. 76 8.70 11. 76 
9.0 15. 3 3. 60 5. 18 5. 24 8.78 8. 84 
100 。 18. 0 34. 2 4. 70 5.24 5. 30 9.94 10. 00 27.0 50.5 4.92 5.40 5. 91 10. 32 10. 83 
36.0 71. 5 5.40 5.64 6. 71 11. 04 12. 1
9.0 15. 8 4.62 4. 10 4.90 8. 72 9.52 
80:20 8. 0 34. 3 6. 10 4. 08 5. 29 10. 18 11. 39 27.0 52. 3 6. 18 4.94 5. 75 11. 12 11. 93 
36.0 71. 6 6. 10 5. 26 6. 24 11. 36 12.34 
9.0 15. 8 4.69 4. 16 4. 30 8.85 9.99 
60・40 18. 0 34. 2 6. 45 3. 84 4. 68 10. 29 11. 13 
27.0 53.0 7. 12 4.32 4.93 11. 44 12. 05 
36. 0 69.8 6.85 4.59 5. 64 11. 44 12.49 
9. 0 16. 0 5. 04 3.64 4.43 8. 68 9.47 
50:50 18. 0 34. 7 6.93 3.73 4. 36 10. 66 11. 29 27.0 50. 1 8.20 3. 84 4.59 12. 04 12.79 
36.0 62. 2 8.40 3.96 4. 69 12. 36 13.09 
9. 0 15. 0 5. 44 3. 62 4. 35 9.06 9. 79 
40:60 
18. 0 31. 1 6.79 3.44 3.30 10.23 10. 09 
27.0 50.5 8. 61 3. 21 3. 70 11. 82 12. 31 
36.0 67. 7 8.60 4. 10 4.03 12.70 12. 63 
3.3 DPGの混合に伴う寸法安定性の変化
3.3.1 材料と方法
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3. 3. 2. 3 
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樹脂:D問=50:50 樹脂:DPG = 60: 40 樹脂:DPG = 80:20 DPG = 100:0 樹脂
???????



















樹脂DPG = 50:50 樹胞DPG = 60:40 樹脂DPG = 80:20 樹脂DPG = 100:0 樹胞
設定した範囲内において極大値が存在しに示す。ASEwもASEmと類似した傾向を示し，
3. 2. 2. 2 これは，ASEwの方がASEmよりも高い値を示すが，両者を比較すると，た。次に，|ト--寸・-ー


















グリオキザール樹脂処理による寸法安定性の発現機構3. 3. 2. 4 抗吸湿能との関係
グリオキザール樹脂処理試験片の寸法安定性の発現は，上述のような実験結果から，
























































































































.: y = 5.84x + 14.94 








y = 5.07x + 27.1 





















y = 5.06x + 34.61 





5 5 。5 。5 。回帰式の y切樹脂溶液の濃度を薄くすると，ASEwにおいてもASEmと同様に，一方，





















































第 4章 グリオキザール樹脂処理材の耐候性能57-59，76) に切削加工し， 105
0Cで24時間乾燥した木口面試験片を 1試験条件当たり 6体用いた。
(b) 樹脂溶液および触媒





4.2. 1. 2 方法
(a) 樹脂処理
試験片を樹脂溶液中に浸した後，加圧注入装置を用いて，約40hPaの減圧下で 2時間，















ザール樹脂は木材成分やグリコールとの聞にエーテル結合を生じ，また，自らはエーテル 表 4-1 試験片の乾燥および樹脂処理条件と得られる重量増加率
結合やメチレン結合によって結ばれていると考えられる 62.64.69)。したがって，グリオ









R-I00 600C (12時間)→800C(6時間)→ 1000C(9時間)
R-120 600C (12時間)→800C(6時間)→ 1000C(6時間)→ 1200C(3時間)







4. 2. 1. 1 材料
(a) 供試木材
屋外暴露試験，および煮沸，乾湿繰り返し試験においてはいずれも， ヒノキ(Chαmaeり-
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? } -x 100 (4-2) 40~..条件( 3 ) 
Wz 一 (1-W.L. c/100 ) W。
W 1 - w 。





































































































































































































































































































































































































































































































































乾 湿 繰 り返し回 数 (回)











































































(c) 120 'c 
屋外暴 露 試 験企
A. 煮沸試 験 ム












合 'Y~ T 反応温度 (~) 80 100 120 150 
屋外暴露試験・ 圃 A v 
煮 沸 試 験 O 口 A マ





可 • • d. 























反応温度 (~) 80 100 120 150 
屋 外暴露試験・ ・ A 'Y 

















4.3. 1. 2 方法
(a) 樹脂処理
4. 2. 1. 2と同様の条件を用いて，樹脂溶液を注入した試験片は，送風乾燥器を用いて，













(樹脂 DPG ) (%) 
100 。 71. 3 
60 : 40 62. 1 
50 50 60. 0 
40 60 58. 8 
4.3 DPGの混合比と試験片の耐候性能との関係
4.3.1 材料と方法
4. 3. 1. 1 材料
(a) 供試木材
(b) 屋外暴露試験，煮沸試験および乾湿繰り返し試験




状態で、27mm(T) x 27mm (R) x 5 mm (L)に切削加工し， 1050Cで24時間乾燥した木口面試験片を
1試験条件当たり 6体用いた。
(b) 樹脂溶液および触媒
樹脂としては，尿素，グリオキザールおよびホルムアルデヒドのモル比が 1: 1 : 2.5
のグリオキザール樹脂を用い，樹脂に対して重量比で， 100: 0， 60: 40， 50: 50， 40: 60 
のDPGを混合した。このとき，樹脂の分子量を178とすると，樹脂とDPGとのモル比は，そ
れぞれ， 1: 0， 1: O. 89， 1: 1. 33および1:1. 99になる。触媒としては塩化マグネシウムを，
樹脂および、DPGの不揮発成分に対して6.4%加え，さらに蒸留水を加えることによって，濃
















暴露条件 (2 ) 暴露条件 (3 ) 
ト暴露条件 (4) 
50卜
















































































50 : 50 企










































暴露条件 (2 ) 
屋
図 4-12




















木綿セルロースでの結果 69， 7 0)と同様に，
したがって，えられる。
きには，
暴露条件 (4) 暴廃条件 (3 ) 
25 





































は樹脂の溶脱が少なく，試験に伴う寸法安定性の低下も少ない穏やかな促進試験のように40時間以上を要することが判る。 4.3. 2. 1で述べたように屋外暴露試験では，樹脂単独処
図中にしかし処理試験片の中で，最もASEが低い樹脂単独処理試験片では，見える。理をした試験片の重量減少率は， DPGを混合したときよりも，試験片を設置する環境の影
8サイクル終了後さ6試験片のうち 2体76サイクル終了後，おいて点線で示すように，響を受けやすく，厳しい条件では重量減少率が大きくなるという傾向が認められた。煮沸



















































樹脂 :D PG 1 00 : 0 60 : 40 5 0 : 50 40 : 60 
屋 外 暴露 試 験 ・・. T 
煮 沸試験 O 口ムマ























/匂 樹脂 :DPG 
ノ/t! 100: 0・
/np・ 60: 40・
/ 50: 50 企
















/ . /- 9 














































4. 3. 3 本節の要約
DPGの混合およびその比率が，グリオキザール樹脂処理試験片の耐候性能に及ぼす影響，
および屋外暴露試験と人工的な促進試験との関連性を明らかにすることを目的として，樹

























よって，向上する可能性が示された。そこで， JIS A 9201 i木材防腐剤の性能基準及び試
験方法」に準じて，樹脂処理試験片の耐朽性を評価した。
4.4.1材料と方法
4.4. 1. 1 材料
(a) 供試木材











































(樹脂 DPG) (%， w/v) (%) 
100 。 36.0 81. 7 
50 50 18. 0 37. 1 
36.0 78. 5 
で全乾状態になるまで試験片を乾燥させ，耐候操作に伴う重量減少率を(4-3)式に基づい
て算出した。続いて，培養ビンを用いたオオウズラタケ (ηromycespαlustrisMurr.) 










Wo - W2 






20. 0 20. 0 
3.2 3. 2 
1.6 3. 7 
2. 1 2. 1 






41. 6 41. 6 
19. 1 19. 1 
22.5 .24.2 
8.3 8.3 
4. 7 7. 9 
12.4 12.4 
6.3 10. 1 
カワラタケ
耐候操作
樹脂:DPG 濃度情，w/v) WL"， WLr WLw+r W1 - W2 WLw 
W.L.r = x 100 (4-4') 
W1 
無処理










-耐候操作をした試験区での全重量減少率(W.L.w+r) ????????? 36. 0 



































































































濃度 注入率 重量増加率 全乾比重 曲げヤング係数 (GPa)
樹種
(%) (%) (%) 処理前 処理後 処理前 処理後 差
無処理 0.37 8. 14 
9.0 98. 0 17.4 O. 39 0.45 8.47 9.62 1. 15 
ス ギ 18. 0 9. 3 38. 3 0.38 0.51 8. 04 10.32 2.28 
27.0 9. 3 60.7 O. 38 0.59 8.47 10.90 2.43 
36.0 94. 8 78.5 0.37 O. 62 7. 84 10. 16 2. 32 
無処理 0.44 10.56 
9. 0 89. 5 13. 3 0.44 0.48 10.44 11. 9 1. 5 
ヒノキ 18. 0 9. 3 34. 2 0.44 0.56 10.46 13.03 2.57 
27.0 86. 5 40.4 0.45 O. 61 10.62 13. 20 2. 58 
36. 0 67. 8 38. 9 0.45 O. 61 10.66 13. 19 2.53 
表5-2 部分圧縮試験に供した試験片の気乾比重ならびに平均年輪幅
ヒノキ
濃度(%) 気乾比重 平均年輪幅 (mm)
無処理 0.36 2.39 
9. 0 0.36 2.30 
18. 0 0.35 2.41 
27. 0 0.36 2.40 
36. 0 O. 36 2. 35
無処理 0.46 1. 4 
9.0 0.47 1. 45 
18. 0 0.47 1. 64 
27.0 0.46 1. 60 












樹脂としてはグリオキザール，尿素およびホルムアルデヒドのモル比が 1: 1 : 2.5の
グリオキザール樹脂を用いた。触媒として塩化マグネシウムを，樹脂の不揮発成分に対し
て6.4%添加し，さらに，蒸留水を加えることによって全体の濃度を9.0， 18. 0， 27. 0およ
び36.09'6(w/v)の4とおりに調製した。










樹脂を注入した試験片は，送風乾燥器を用い， 600Cで十分に予備乾燥を行った後， 800C 













5. 2. 2 結果と考察
5.2.2.1 曲げ性能






















































































































処理前の山げヤング係数 (G P a) 
図 5-1 グリオキザール樹脂処理に伴う曲げ・ヤング係数の変化














































































































































































































5. 3. 1. 1 材料
(a) 木材試験片


































樹脂としては，尿素，グリオキザールおよびホルムアルデヒドのモル比が 1: 1 : 2.5 
のグリオキザール樹脂を用い，樹脂に対して重量比で， 100: 0._，40 : 60のDPGを混合した。
また，触媒としては塩化マグネシウムを，樹脂およびDPGの不揮発成分に対して6.4%加え，
さらに蒸留水を加えることによって，全体の濃度を9.0._，36. O%(w/v)に調製した。

































14Ft (a)スギ混合比 濃 度 (%) 
備 考 f‘、
(樹脂 DPG ) 9.0 18. 0 27.0 36. 0 CIl 
p-; 
100 。 7. 1 7.6 7.8 7.9 無処理試験片 12.1% 。、.-/
80 20 7.5 
60 40 8. 0 処理温度 1500C 
40 60 7.8 8.4 9. 5 9.8 事長
~ 
トー





































































処理温度 COC) 平衡含水率(%) 備 考
60 9. 3 樹脂 DPG = 40・60
100 9. 0 濃度 18.0% 
120 8.6 






















































































処理前の曲げヤング係数 (G P a) 
5.3.2 結果と考察 図 5-5 ジプロピレングリコールの混合比が異なる一連のグリオキザール樹脂処理に伴う
曲げヤング係数の変化 (溶液の濃度:18.0%) 





































































































































































































(G P a) 
ジプロピレングリコール混合時の処理溶液の濃度と処理に伴う曲げヤング係数の
















































































樹脂 100 80 60 









































































































































































第 6章 グリオキザール樹脂処理による圧縮変形の固定80) 6.2. 1 材料




6. 2. 2. 1 樹脂溶液とその調製
尿素，グリオキザールおよびホルムアルデヒドのモル比が 1: 1 : 2. 5のグリオキザー
ル樹脂に対して，重量比で同量のDPGを混合し，さらに両者の不揮発成分に対して， 6.4% 
の塩化マグネシウムを触媒として添加した。なお，濃度は蒸留水を加えることにより，





























フェノール樹脂処理 36-38)，メラミン樹脂処理 39)，熱処理 44)，高温高圧蒸気処理 44)お
よびホルマール化 40)などによって永久固定を試み，これらのことから，変形の固定化の






















1 上部ロー ル， 2 下部ロー ル， 3 プレ ドー， 4 上部ロール昇降ハンドル
5 ダイヤルゲ ジー， 6 送り側フリーロール， 7 取り出し側フリーロール，
8 コントローjレパネjレ
!::!!回
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(mm) (mm) (g/ cnr) 
U-1 1.2 1. 46 (0.05) a) 0.69 (0.09) a) 
U-2 1.6 1. 80 (0. 02) O. 62 (0. 06) 
U-3 2.0 2. 12 (0.02) 0.47 (0.06) 
U-4 2.5 2.37 (0.02) 0.42 (0.06) 
U-5 無処理 3. 05 (0. 02) 0.38 (0. 06) 
a)平均値(標準偏差。 ト 1). 
試験片がロールを通過した後，できるだけ速やかに，予め設定しておいた 6か所の基準
点において，試験片の厚さをマイクロメータを用いて測定し，その平均を求めた。
6. 2. 2. 4 ロール通過後の加熱処理
圧縮を終えた試験片の一部は，樹脂の反応を促すために， 1500Cの送風乾燥器中に入れ，
















測定のための基準点を設定した後， 200Cで相対湿度が65%の恒温室に 2日間， 600Cの送風
乾燥器中に24時間静置し試験片の重量および基準点の厚さを測定した。厚さの変化につ
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定のもとで， (6-1)式により 1回目吸湿時の含水率を求めた。なお， 1 '"-'5回目の吸湿時
の含水率には，大きな差がなかった。
W2 - W1 


























処理によるノくルキングは，グリオキザール樹脂処理時よりも明らかに小さいが49目 5O. 6 7・
68)，前者よりも後者で残留変形量は顕著に小さくなった。このことも，細胞壁の膨潤状
態が，残留変形量に影響を及ぼしているという上述の推察を支持している。
































































. :メラミン樹脂加圧注入， A. 未注入
(ロール間隔:1. 2 mm) 




























~o W1 01 W2 02 W3 D:3 W4 04 Ws Os A 06 8 0.7 















00 ~ 01 W2 02 W3 D:3 W4' 04 Ws 05 A 06 8 D7 
U-4 
図 6-4 樹脂加圧注入試験片の回復試験における厚さ方向の寸法変化
W， 0， AおよびBの条件は図 6-3と同様。










W : 300Cで相対湿度が90%の状態に 8時間， 0 : 600Cの送風乾燥器中に16時間
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W， 0， AおよびBの条件は図 6-3と同様。図中の記号については表 6-1参照。







18.0 % 0 
13.5 %・
9.0 %口
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図 6-7 圧縮後の加熱時間と回復試験における最初の吸湿時 (300Cで相対湿度が90%)の
試験片の含水率との関係
o 
00 W1 01 W2 02 W3 ~ W4 04 W5 D5 A 06 
図 6-8 樹脂浸漬処理試験片の回復試験における厚さ方向の寸法変化
W， 0およびAの条件は図 6-3と同様。
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